
中国による日本への渡航自粛要請等について

これまでの主な経過

11/14（金）～ 渡航自粛を呼びかけ、留学の慎重な検討を勧告等

12/ 5（金） 中国の航空会社が無料キャンセル等を3/28まで延長

12/11（木） 渡航自粛を再度呼びかけ

影響調査の概要 （11/27（木）～12/8（月）実施、総回答240者）

集計対象 149者（中国と関わり有と回答／観光52、留学・人材関連54等）

調査項目
① 現時点での影響の有無 ② 今後の影響の見通し
③ 今後の対応方針 ④ 必要な支援
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中国による日本への渡航自粛要請等について

調査結果の概要

回答 回答数 割合 主なコメント

ない ７８ 52％ •キャンセルはあるが、すぐに他の予約が入る

少しある ４９ 33％ •先方からの交換留学生の派遣延期

かなりある １６ 11％
•中国人観光客のキャンセルが相次いでいる
•実習途中での帰国者が発生

（149者との差異は未記入者分）

①
影
響
の
有
無

見通せない 72 48％ •送出機関で人材を確保されるか不透明

見込まれる 37 25％
• インバウンド客の減少を懸念
•中国への水産物輸出の再登録が進まない

影響ない 29 20％ •状況を注視

②
見
通
し

資料３

2



中国による日本への渡航自粛要請等について

調査結果の概要

回答 回答数 割合 主なコメント

現状維持 96 64％ •状況を注視

対策を検討 ４２ 28％
•他の地域からの誘客の強化
•他の地域からの実習生確保を検討

③
今
後
の
方
針

④
必
要
な
支
援

主なコメント

•国内外への魅力発信の強化、他の地域へのプロモーション
•国内外での販売促進、新たな輸出先の規制等に対応する支援の強化
•北海道の就労環境の魅力の発信強化
•エネルギー高騰も含め売上など低下による金融支援
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当面の道の対応

施策 主な取組内容

多角化促進

• 欧米豪やASEAN、インド等でのプロモーション
• 国内外のどさんこプラザ等と連携した水産物ＰＲ
• アドバイザー派遣による事業者のリスク対応支援 等

情報発信
• 観光機構のSNSによる観光情報発信の強化
• 上海事務所による現地企業団体への訪問 等

相談対応 • 本庁及び振興局の２つの窓口で相談対応
影響把握 • 影響調査の実施
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